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u アクティブラーニングニュースレター 
学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは

KALS（駒場アクティブラーニングスタジオ、東京
大学 駒場キャンパス 17号館 2階）といった特別な
設備があるところで行うこともありますが、通常の

教室でも行えます。授業の一部にアクティブラーニ

ングをとりいれる際に、参考になるように、本ニュ

ースレターでアクティブラーニングのさまざまな方

法や関連する話題をお知らせいたします。本ニュー

スレターをお読みになり、気になる記事がありまし

たら、アクティブラーニング部門までお問い合わせ

ください。（星埜） 

u アクティブラーニングとは？ 
アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 
問題を捉えることができるようになります。 
単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。

（星埜） 

u アクティブラーニング部⾨活動報告 
2021年度後半のアクティブラーニング部門の活動
を紹介します。 

 

アクティブラーニング型授業モデルの開発 
アクティブラーニング部門では、授業の開講を通 
して、アクティブラーニング型授業のモデル開発や

試行を行っています。 
2021年度 Aセメスターは、5授業を開講しまし
た。各授業の概要やアクティブラーニング型授業モ

デルについて得られた知見を簡単に紹介します。 

(1) 全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 模
擬国連で学ぶ国際関係と合意形成 II 

「模擬国連で学ぶ国際関係と合意形成Ⅱ」（担当

教員：星埜守之・中村長史）では、模擬国連（Model 
United Nations）というアクティブラーニングの手法
を用いて、国際問題の解決法を考えました。多様な

利害・価値観に配慮することの重要性を理解するに

は体感してみることが早道ですが、模擬国連の会議

では、一人一人が米国政府代表や中国政府代表など

の担当国になりきって国際問題について話し合いま

す。立場を固定されている点ではディベートと同様

です。しかし、相手を論破することで勝利を目指す

ディベートと異なり、模擬国連会議では合意形成が

目的であるため相手の利害・価値観を尊重したうえ

での妥協が重要になります。この点を重視し、授業

内では対立の激しい議題・担当国を設定して、ロー

ルプレイ・シミュレーションに取り組みました。 
授業は、2部構成としました。第 1部「シリアの人
道危機」（第 2～7回）では、2010年代を通して続い
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ているシリア人道危機についての国連安全保障理事

会のシミュレーションを行ないました。第 2回で議
題概説を行ない、担当国を決定した後、第 3回から
第 6回まで会議を行ないました。実際の国連安全保
障理事会の構成国のうち、中国（シリア政府擁護

派）、フランス（シリア政府批判派）、ロシア（擁

護派）、英国（批判派）、米国（批判派）の 5つの
常任理事国に「中間派」の南アフリカを加えた 6ヶ
国を設定し、1ヶ国を 1・2人で担当しました。現実
の会議と同様、拒否権が行使され、決議案は廃案と

なりました。 
第 7回では、まず、このような会議の内容につい
て、担当国の立場から振り返り、自国の利益をどの

程度反映できたか、より適切な政策立案・議論・交

渉等はなかったかを検討しました。そのうえで、個

人の立場から会議を振り返り、国際社会全体の利益

のために、どのような方法があり得る（た）のかを

議論しました。2つのふりかえりを踏まえて、受講者
は授業外でレポート 1に取り組みました。 
 

 

授業の構成 

 
第 2部「女性、平和、安全保障」（第 8～12回）
では、「テーマ別会合」（国連安全保障理事会で

は、シリアのような特定の事態のみならず、「テー

マ別会合」と呼ばれる一般的な議題も扱われます）

の一つである「女性、平和、安全保障」のシミュレ

ーションを行ないました。第 8回で議題概説を行な
い、担当国を決定した後、第 9回から第 11回まで会
議を行ないました。実際の国連安全保障理事会の構

成国のうち、中国（現実世界では棄権）、フランス

（賛成）、ロシア（棄権）、英国（賛成）、米国

（賛成）の 5つの常任理事国にドイツ（賛成）、イ
ンドネシア（賛成）を加えた 7ヶ国を設定し、1ヶ
国を 1人で担当しました。多様な文化・宗教・利害
を持つ国々の間でリプロダクティブヘルス/ライツ
や、安保理で人権問題を話し合うことの是非等をめ

ぐって議論・交渉が繰り広げられましたが、現実世

界とは異なり、全会一致で決議案が採択される結果

となりました。第 12回では、シリアの際と同様、担
当国の立場と個人の立場から、それぞれふりかえ

り、授業外でレポートに取り組みました。 
 
 

 

採択された決議案の⼀部 
 
第 13回のまとめでは、各自が模擬国連から学んだ
ことについてふりかえりました。受講者からは、

「過去の議事録や決議案の中で表出される国家間の

利害関係・外交関係や、行動の裏にある政治的意図

の汲み取り方を学んだ」、「国際社会には多様な立

場、考え方があり、そうした違いを埋めるのが大変

であるということを知った。特に最初のシリア問題

をめぐる議論では、各国の間に『埋められない溝』

があるように感じ、利害調整をすることの難しさを

ひしひしと感じた」、「国連で革新的な決議を採択

することの難しさを学び、どうして会議が進まない

ように見えてしまうのかがわかった」、「利害対立

する国々同士で合意形成、妥協点を見出すことの難

しさを実践的な経験として学ぶことができた。相手

の立場を理解して交渉にあたることが重要だと感じ

た」、「同じ問題に対する他の国の意見を知ること

ができるため、なぜその問題が解決されないのか、

なかなか議論が前に進まないのか、など問題の裏事

情も含めて知ることができる」といった感想が寄せ

られました。これらの感想ならびにレポートの内容

から察するに、授業の目的が一定程度達成されたよ

うであり安堵しました。（中村） 

(2)全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習:  
国際紛争ケースブックをつくろう 

「国際紛争ケースブックをつくろう」（担当教

員：星埜守之・中村長史）では、複数の国際紛争の

経緯や構図、原因等についてグループで調査し、最

終的にケースブックを作成することを目指しまし

た。その過程で、ある国際紛争に対する見方は決し

て一様ではないことに気づき、できる限り客観的に

各紛争を捉えるための方法を習得してほしいと考え

ました。担当する紛争の 5W1H、すなわち主体
（who）、争点（why）、時期区分（when）、民
族・宗教・政治体制・経済状況（where）、当事
者・第三者の行動（what&how）について正確に理
解するために複数の文献・資料にあたって丁寧に情

報収集をするのはもちろんのこと、他の紛争を担当

するクラスメイトとの意見交換を通じて、紛争間の

関係性や前例が後例に与える影響についても学ぶこ

とを期待しました。 
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授業は、2部構成としました。第 1部「ケースブ
ックの改訂」（第 2～7回）では、いきなりケースブ
ックをゼロから作ることは難しいので、まずは練習

として、昨年度の受講生が作成したケースブックの

改訂から始めることにしました。コソボ、イラク、

シリア、イエメンの 4つの紛争を扱うグループに分
かれ、グループ内・グループ間のディスカッショ

ン、教員・TAからのフィードバックを繰り返し、ケ
ースブックの改訂を進めていきました。第 7回で
は、グループごとに、その最終成果を報告しまし

た。 
 

 
授業の構成 

 
第 2部「ケースブックの作成」（第 8～12回）で
は、改訂作業で学んだことを踏まえて、ケースブッ

クをゼロから作る段階へと入っていきました。カン

ボジア、ミャンマー、ソマリア、エチオピア、ニカ

ラグア、チェチェン、ナゴルノ・カラバフ、ウクラ

イナの 8つの紛争を扱うグループに分かれ、グルー
プ内・グループ間のディスカッション、教員・TAか
らのフィードバックを繰り返し、その最終成果を第

12回で報告しました。改訂作業の段階に比べて、事
例（紛争）間の関係にも目を向けるグループが多く

なるなど、確かな成長が感じられました。 
なお、第 11回には、冨田早紀氏（The Global 

Fund to Fight AIDS, Tuberculosis and Malaria; 元
国際移住機関[IOM];本学国際関係論 OG）がゲスト
講師としてお越しくださり、国際機関での実務につ

いて紹介してくださいました。国際機関に研究・キ

ャリア上の関心を有する学生が多くいることもあ

り、活発な質疑応答がなされました。 
第 13回のまとめでは、各自がケースブックづくり
から学んだことについてふりかえりました。受講者

からは、「ケースブックを作り、具体例から学ぶこ

とで、これまで学んできた理論について主体的に考

えることができたと思います」、「いざ文字起こし

しようと思うと、論文等を読んでいた段階では気づ

かなかった疑問が湧いてきて、それについてまた調

べるといった具合に、自分自身で学習を深めること

ができるため、学習効果はとても高いように感じ

た」、「イラクのケースブックを改訂したのです

が、国際情勢の流れの中で形作られた紛争という私

が持っていたイメージとは異なる内的要因に触れる

きっかけにもなりました。受動的に習うだけだとど

うしても得られる知見が偏ってしまうので、自ら分

析し、多面的に考察していくという意味でもケース

ブックを作るのは有益だと思います」、といった感

想が寄せられました。二度目の開講となりました

が、所期の目的が一定程度達成されたものと安堵す

るとともに、2022年度 Aセメスターに向けてさらな
る改善を図っていきたいと考えています。（中村） 

(3)全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 
働きがいやジェンダーを考える 

「働きがいやジェンダーを考える」（担当教員：

星埜守之・伊勢坊綾）では、学生の興味関心に基づ

き、働きがい、働く上でのジェンダーの問題に関す

る論文や文献を輪読し、ディスカッションを行いま

した。本授業で扱う文献は、興味関心に沿って学生

自ら選定し、教員と相談の上、決定しました。2021
年 Aセメスターは、母性愛や女子力と言った言説、
化粧、カミングアウト、更年期障害等の文献を取り

扱いました。履修者の多くが男性性に興味関心を持

っていたことから、Sセメと同様、ジェンダー、男
性性研究者である川口遼氏（東京都立大学子ども・

若者貧困研究センター特任助教[講演当時]）に、
『 What Gender Studies Do 』、『男性学／男性性
研究とは何か』というタイトルで、二度講演してい

ただき、理解を深めました。 
Sセメに引き続き Aセメもオンラインで開講しま
したが、中盤になると状況的に対面授業も可能とな

ったため、対面受講を希望する受講生は KALSで授
業を受けました。授業は、ハイブリッド形式で実施

しましたが、その際、教室全体を映し出せる広角カ

メラを設置し、オンラインで受講している学生にも

その様子を見てもらえるようにしました。また、S
セメ同様に、各グループのディスカッション内容

は、Google ドキュメント上で共有し、他のグループ
でどのような意見がでているのか、履修者全員が確

認できるようにしました。 
オンライン受講の学生からは、教室で参加してい

る学生の様子を動画で、ディスカッションの内容を

Googleドキュメントで知ることが出来るので、より
一体感が生まれると声があり、教室内の学生の様子

が見えることの効用を感じました。また、教室内の

様子を知ることで自分も教室で受けてみたいと思う

ようになり、対面での参加に変更する学生も増えて

きました。 
ハイブリッド形式の授業では、オンライン受講生

と対面受講生の間で、教室内の状況に関する情報に

どうして差が生まれてしまいます。しかし、このよ

うに、教室内を映し出せるカメラを設置するだけで

も、オンライン受講生にとっては、効果があるよう

です。ハイブリッド形式の授業を実践される先生方

は、一度、お試しいただければと思います。（伊勢

坊） 
 
※ 伊勢坊特任助教は 2022年 3月末で転出いたしました 
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(4) 全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習:
「オープン教材」をつくろう！ 

「『オープン教材』をつくろう！（担当教員：中

澤明子）は、Sセメスターから引き続いて開講しま
した。本授業では、まずオープンエデュケーション

やオープン教材の定義・特徴・事例に加えて教材設

計理論を学びます。その後、オープンエデュケーシ

ョンやオープン教材について学べる教材を作り、オ

ープンエデュケーションやオープン教材についての

理解を深めるという授業です。 
13回の授業終了時、受講生にアンケート調査を行
いました（回答者 15名）。授業前半のオープンエデ
ュケーションやオープン教材の定義等に関する授業

と、授業後半の教材設計書・教材づくりがそれぞれ

オープンエデュケーションについて理解するのに役

立ったかどうか（とてもあてはまる〜まったくあて

はまらないの 5件法での回答）については、11名が
「とてもあてはまる」、4名が「ある程度あてはま
る」と回答しました。また、教材づくりがオープン

エデュケーションへの理解を深めることに対しての

感想として「とても役立ちました。実際にオープン

エデュケーションについてのオープン教材を作成す

る中で、改めて授業で学んだ内容を振り返ったり、

それでも理解しにくいところは自分で調べて考えた

りできました」、「話を聞くだけではあまり頭に入

りませんし、すぐ忘れてしまうと思うので、実際に

教材を作ってみるというのは定着するという意味で

役に立ったと思います」といったものが見られまし

た。これらは Sセメスターの感想とも共通してお
り、教材づくりを通じた理解が示唆されます。 

Sセメスターと異なるのは、授業後半で行う教材
づくりを対面授業で行った点です。対面授業の際

は、オンラインで参加する学生もおり、ハイブリッ

ド授業（教室とオンラインとで同時に授業を進行）

を実施しました。とりわけ、グループワーク、グル

ープディスカッションをハイブリッド授業で行うの

には工夫が必要でしたし、ネットワーク不調で学生

がコミュニケーションとれないといったこともあり

ました。そのため、対面（教室）とオンラインとで

コミュニケーションがとりにくいといった声が見ら

れました。ハイブリッド授業でアクティブラーニン

グ型授業をどのように行うかについては、今後の検

討課題になると思われます。（中澤） 

(5) 全学⾃由研究ゼミナール/⾼度教養特殊演習: 未
来の学びを考える 

「未来の学びを考える」（担当教員：中澤明子）

では、教育・学習について過去や現在の状況を理解

した上で、10年後の未来の学びがどうなるかを自分
なりに考えること、そしてその過程で自身の教育・

学習経験をふり返って教育・学習の理論に位置づけ

ることを目的としました。第 2回〜第 5回の授業で
は、教育・学習の理論やトピックの資料を扱い、ジ

グソー法で読解・相互説明した後、問いについて議

論しました。第 6回〜第 8回の授業では、学びの事
例を知ることをテーマに、学校現場の先生や研究者

によるゲスト講義を行いました。第 9回では自身の
教育・学習に関する経験を、ブロックを使って可視

化して相互に説明した後、それまでの授業で扱った

トピックや事例との関連づけを行いました。その後

の授業では、グループでの議論や最終発表を行いま

した。第 9回以降は対面授業、それまではオンライ
ンで授業を行いました。 
この授業では、ジグソー法の活用と、ブロックに

よる経験の可視化と相互説明などを行いました。S
セメスターのほかの授業でもジグソー法で授業を行

いました（参照 https://dalt.c.u-okyo.ac.jp/tips/alme 
thod/a2873/ ）。その経験を踏まえて、授業時間内に
ジグソー法を行う授業回と、資料の読解を事前に行

う授業回を設定して実施しました。事前に資料を読

んだほうが議論の時間を多くとることができた一

方、事前に資料を読むことに負担を感じる学生もい

ました。ブロックで作品をつくり説明し合う活動に

ついては、AL NEWSLETTER Vol.7, No.4
（ https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/download/a3285/ ）で
詳しく紹介していますのでご覧ください。 

13回の授業終了時、受講生にアンケート調査を行
いました（回答者 12名）。ジグソー法で行った授業
（第 2回〜第 5回）が教育・学習に関するトピック
の理解に役立ったか（とてもあてはまる〜まったく

あてはまらないの 5件法での回答）については、8
名が「とてもあてはまる」、4名が「ある程度あて
はまる」と回答し、ゲスト講義が教育・学習の事例

の理解に役立ったかについては 6名が「とてもあて
はまる」、6名が「ある程度あてはまる」と回答し
ました。また学生からの感想では、「一番受講者と

活発な議論を交わせた授業でした。その理由を考え

るに、ジグソー法を用いることによって各人が半ば

強制的に役割を与えられ、発言する必要性があった

こと、対面でのディスカッションやグループ発表が

設けられていたことによって、目標に向けて協力し

合うベースが作られていたこと などがあるかなと思
いました。主体的に取り組めたおかげで、授業内容

もよく身についたと思います。」、「ディスカッシ

ョンやグループ活動は、ここまで濃い授業は他に全

然なかったので、とても楽しく印象に残っていま

す」、「大学に入って初めて講義形式ではない授業

を受けられたことがとても印象的でした。」といっ

たものがありました。ジグソー法やグループでの発

表を取り入れたことで、ディスカッションが活発に

行われ、内容の理解に寄与できたことが窺えます。

一方で、グループディスカッションの役割分担につ

いては改善点も挙げられているため、今後の検討課

題にしたいと思います。（中澤） 
 

ワークショップの開催 
学内外へのアクティブラーニングの普及を目指し

て定期的にワーク ショップを企画しています。 
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2022年 3月、次の 2 つのワークショップを開催し
ました。これらについて簡単にご報告します。 な
お、詳細については、部門 web サイト ( https:// 
dalt.c.u-tokyo.ac.jp/event/ )をご覧ください。 

オンラインワークショップ「オンラインでこそア
クティブラーニング：オンライン授業の経験から
対⾯授業を考える」（2022 年 3 ⽉ 9 ⽇） 

東大で授業を担当されている先生方を対象に、オ

ンラインワークショップ「オンラインでこそアクテ

ィブラーニング：オンライン授業の経験から対面授

業を考える」を開催しました。当日は 15名の方が参
加されました。 
本ワークショップでは、オンライン授業の経験に

基づいて、対面授業をアクティブにするための授業

設計や運営について検討しました。ご自身のオンラ

イン授業の取り組みをふり返りほかの参加者と共有

した後、授業デザインの基礎や授業をアクティブに

する際のポイント・留意点を確認した上で、対面授

業に活かせる要素や手法などについて議論し、対面

授業に活かしてもらうことを目的としました。 
趣旨説明の後、参加者はグループ（ブレイクアウ

トルーム）に分かれて互いの自己紹介とワークに取

り組みました。ワークでは、オンライン授業のふり

返りとして、「満足した取り組み」、「手応えがあ

った取り組み」、「課題の解決方法」を書き出し、

ほかの人と共有して相互にコメントを行いました。 
 

 
オンライン授業のふり返りのワークシート 

 
休憩を挟んだ後半は、対面授業について考える手

がかりをミニレクチャで伝えました。ミニレクチャ

では、一般的な授業デザインの流れを説明した後、

アクティブラーニングを取り入れる際のポイントと

して、インプットとアウトプット、個人とペアやグ

ループの学習活動のサイクルを回すことを紹介しま

した。また、アクティブラーニング型授業の進め方

の例や、オンライン授業・対面授業・ハイブリッド

授業の違いやハイブリッド授業の実施のポイントを

説明しました。その後、二つ目のワークとして、

「オンライン授業のうち、対面授業に活かせるとこ

ろ」、「対面授業の課題や不安、悩みの解決策」を

個人とグループで考え議論しました。 

 
対⾯授業について考えるワークシート 

 
最後に全体で議論内容を共有しました。また、個

人でワークショップのふり返りとして、ワークショ

ップで新しく知ったことや気づいたことを「五・

七・五」で表現してもらいました。 
参加者からは、「ヒントになる内容が多い」、

「ワークがあり、アウトプットしながら進めること

ができた」、「他の分野の方と交流できたお陰で、

自分の授業計画を十分に振り返ることができた」、

「不安が緩和しました」といった感想をいただきま

した。一方で、グループワークの時間が短いこと

や、ツールの操作説明の仕方といった改善点も挙げ

られました。ワークショップで使用したツールやワ

ークのルールに戸惑われた方もいらっしゃったた

め、今後のワークショップデザインや運営で改善し

ていきたいと思います。（中澤） 

第 4 回模擬国連ワークショップ（2022 年 3 ⽉ 18
⽇） 

  本ワークショップは、先述の全学自由研究ゼミナ 
ール／高度教養特殊演習「模擬国連で学ぶ国際関係 
と合意形成」を踏まえて開催したものです。学内外 
の大学・高校教員を対象として 2019 年度から実施
し ており、今回が 4回目となりましたが、58名の参
加者が画面越しに集いました。  
ワークショップは 2 部構成としました。セッショ 
ン 1「模擬国連導入事例から学ぶ」では、模擬国連
の概要と本学教養学部の授業への導入例について中

村からお話しました。導入目的を明確化する必要が

あるという点を再確認する機会となりました。 
 

 
セッション 1の様⼦ 

 



 
 

Division for Active Learning and Teaching, KOMEX, KOMABA, UTokyo, Newsletter 6 

セッション 2「ロールプレイ導入事例から学ぶ」
では、小林綾子先生（上智大学総合グローバル学

部）から、模擬国連以外のロールプレイ手法につい

て、人権について学ぶワークショップ形式の授業を

具体例としてご紹介いただきました。模擬国連はあ

くまでも手段であるため、授業の目的により適した

ロールプレイがあれば、それを学ぼうという趣旨で

したが、模擬国連との異同を意識した小林先生のお

話のおかげで、模擬国連の特徴を改めて確認する機

会ともなりました。 
 

 
セッション 2の様⼦ 

 
参加者からは、「Taylor-madeの模擬国連という
考え方を教わったことで、授業にどのように模擬国

連を取り入れたいのか、自分なりに考えることがで

きるようになった」、「模擬国連以外の方法も学ん

だことで、自分のやりたいこと（目的）を達成する

ためには必ずしも模擬国連だけが最適の方法ではな

い、ということもわかりました」といった声をいた

だきました。一方、「模擬国連の授業を受講してい

る学生の声も聞いてみたい」といった声もありまし

たので、次回以降はそうした機会も改めて設けたい

（第 1回・第 2回では設けていました）と考えてい
ます。 
当日の模様は、後日「東大 TV」にて公開される予
定です。ぜひご覧ください。（中村） 

 

アクティブラーニングのための冊⼦・ツール
の開発 
アクティブラーニングを導入されたい、よりよい

授業にされたいと考えられている先生方に活用して

いただけるよう、新たに冊子やツールを開発し、部

門ウェブサイトでの配布を開始しました。今回開発

した冊子・ツールを紹介します。 

(1) オンラインでもアクティブラーニング 

オンライン授業でのアクティブラーニングについ

て、部門ウェブサイトやニュースレター、ワークシ

ョップなどで発信した内容を中心にまとめており、

この 2年間のオンライン授業に関する当部門の取り
組みを集約した内容になっています。本冊子は、第

一部と第二部に分かれています。 
 

第⼀部：授業をアクティブにする授業設計と運営 
第一部では、授業形態を問わず授業デザインの基

本的な考え方や授業をアクティブにする授業デザイ

ン、オンライン授業をアクティブにするポイント、

オンライン授業での TA（Teaching Assistant）を掲
載しています。 

第⼆部：オンライン授業でのアクティブラーニング
⼿法と実践 
第二部では、アクティブラーニング手法につい

て、実際にオンライン授業で行う際の手順や注意

点、実践してみての感想を掲載しています。 
 
本冊子は、オンライン授業に焦点をあてています

が、対面授業でも活用可能な内容が盛り込まれてい

ます。ダウンロードはこちらのURLより行っていた
だけます。https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/download/ 
a3316/（中澤） 

 

 
冊⼦「オンラインでもアクティブラーニング」の表紙 

(2) アクティブラーニングのための授業デザイン確
認シート 

授業デザインの考え方に基づいたポイントや、ア

クティブラーニングを導入する際のポイントを確認

できるシートです。授業デザイン前・中・後、授業

後のタイミングにわけて、質問に答える形式あるい

はチェックリストの形式で確認できます。シート

は、表裏面の A4 サイズ 1枚 PDFの形式ですが、入
力できるように設定しているため、パソコン上でも

使用いただけます。ダウンロードはこちらのURLよ
り可能です。https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/download/ 
a3321/ （中澤） 
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授業デザイン確認シートの表⾯ 

(2) アクティブラーニングの部屋 

音声プログラム「アクティブラーニングの部屋」

を作成し部門ウェブサイトで公開しました。https:// 
dalt.c.u-tokyo.ac.jp/tips/online/a3310/ 
部門ウェブサイトやニュースレターなどを通じて

アクティブラーニングに関する情報を発信してきま

した。また、ワークショップを開催し、多くの教員

の皆さまからご質問・ご意見を承ってきました。

様々な情報発信・共有をしてきたつもりではありま

すが、十分にお答えできていない点やお伝えしきれ

ていない点があります。そうした点をお伝えするた

めの試行として今回公開しました。 
第 1回の音声プログラムでは、この 2年間のオン
ライン授業をふり返り、苦労した点やうまくいった

点、対面授業に活用できる点をアクティブラーニン

グ部門の特任教員 3名でお話ししています。ぜひ、
ラジオのような感じでお聴きください。（中澤） 

u お知らせ 

動画コンテンツのお知らせ 
アクティブラーニング部門が作成したアクティブ

ラーニング手法に関する動画や、ワークショップの

動画を公開しています。ぜひご覧ください。 
 
• 映像で見るアクティブラーニング

https://todai.tv/contents-list/2015FY/komex 
• 模擬国連ワークショップ 

https://todai.tv/contents-
list/2019FY/MUN/session-3 

• 第２回 模擬国連ワークショップ 
https://todai.tv/contents-list/2020FY/MUN2 

u 今後の活動予定 
2021年度 Aセメスターも授業を開講し、引き続き
アクティブラーニング型授業モデルの検討・開発を

行っています。また年度末に再びワークショップを

開催する予定があります。オンライン授業や部門の

活動に関する情報は、部門ウェブサイト（https://d 
alt.c.u-tokyo.ac.jp/）で発信していきますので、ぜひ
ご覧いただければと思います。ワークショップへの

参加もお待ちしております。  

u アクティブラーニング部⾨とは？  
アクティブラーニング部門は学部教育を教育工学

の視点から支援することを目的として、2010年度に
教養教育高度化機構に設置されました。その活動内

容は、教養学部・情報学環・大学総合教育研究セン

ターの共同プロジェクトとして 2007-2009年度に実
施された文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プロ

グラム(現代 GP)「ICTを活用した新たな教養教育の
実現-アクティブラーニングの深化による国際標準の
授業モデル構築-」を継承し、発展させています。ま
た、全国の教育機関や教育関連の企業からの見学を

受け入れており、アクティブラーニングの実施モデ

ルとしての役割も果たしています。 

（奥付） 
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